





















































































































































































































































































































































































































































































































































1871－1880 64 5 36 28
1881－1890 76 28 49 27
1891－1900 109 50 54 55
1901－1910 175 71 105 70
1911－1915 58 20 38 20
　また，異なった宗教間の結婚（matrimonio　misto）の数の推移は次のよ
うになっている。ただし，統計が完全ではなく，1882年，1901－1904年，
1915－1916年のものが欠けている（Catalan　243）。
異なる宗教間の結婚数
1881－1890
P891－1900
P901－1910
P911－1917
92
P50
X0
X3
　以上の統計は，数字であって，それぞれの宣言や改宗には様々なドラマが
あったに違いないことを考慮にいれなければならないが，それを断ったうえ
で，1867年のユダヤ人解放以降，トリエステのユダヤ人の同化が進んでい
たということは言えるだろう。
　トリエステだけではないが，解放以降は，ユダヤ人の中には，改宗して積
極的に社会階層を登り，経済，政治活動にうって出るものが現われたのであ
る。
　ズヴェーヴォ夫妻の場合も，特に夫人の実家ヴェネツィアー二家はここに
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あてはまると言ってよいだろう。
　ズヴェーヴォの姑オルガはカトリックで，夫人もカトリックであった。民
事婚をあげたあと，夫人は妊娠するが，そこで身体の具合が悪くなる。姑と
妻の嘆願にこたえ，ズヴェーヴォはカトリックに改宗する。1897年7月，
リヴィアは，カトリック教徒に戻り，ズヴェーヴォは秘密裏に教区司祭の家
で洗礼を受けた。
　同年8月25日，二人は二度目の結婚式を宗教婚でとりおこなった。それ
から一ヶ月経たぬ9月20日に娘のレティツィアが生まれた。
　以上がズヴェーヴォのユダヤ教を棄てた経緯であるが，彼は，決して熱心
なカトリック信者となることはなかった。わざわざ，自分の葬式は，無宗教
（civile）の葬式でやるようにと書き残しているほどである。
　ここでジョイスとズヴェーヴォの共通点に話は戻るが，経緯に大きな相違
はあるものの，二人とも生まれ育った宗教を棄てた点が共通しているのであ
る。そこで，彼らの心に空白の領域が生じる。その空白は，普通の日本人の
想像を越えた大きな虚空，真空地帯であって，それを放置して平然としてい
られるものではない。それは，何とかして，何か別のもので埋め合わせねば
ならぬものなのだ。それを埋め合わせるべく，彼らは，宗教に依存しない世
界観を構築する必要があった。それは格闘ともいうべき，これまで西欧人が
経験したことのない領域であり，容易ならざるものであった。だからこそ二
人とも社会主義者を標榜したのであろう。
　つまり，ヨーロッパ社会に深く根ざしているイデア的なるものへの希求を，
宗教によらず，理性で追求する一つの可能性が当時の社会主義だったのであ
る。
　ジョイスは，『ダブリナーズ』以来，アイルランド人に魂の覚醒を求めて
いるわけだし，ズヴェーヴォは，1923年に出版される『ゼーノの意識』で
は，常に原因不明の不安に苛まれているゼーノが，最後の場面で，第一次世
界大戦が勃発し，ある最終兵器が造られることを想像し，その兵器の使用に
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よって，地球がこっぱみじんになるこの世の終わりを想像したときに心の平
安を得る。これを，欧米のほとんどの批評家は，ズヴェーヴォのペシミズム
と解釈しているが，僕はそう考えない。信仰を失った現代人の抱える不安は，
現世がこういう形で終わりうるというヴィジョンを得て，はじめて解消され
うるのである。それは良くも悪くも，理性によるこの世の終わりである。科
学の帰結による終末といっても良いかもしれない。それが，ずっと漠然たる
不安に繰り返しおそわれ，包まれてきたゼーノ（Sという精神科医の治療を
受けている）を解放することになるのだ。
　こういう小説を書くことになる男との出会いは，ジョイスにとって，極め
て意義深いものであった。
　才能があるのに不遇で認められていない，というのもお互いがお互いを認
め合い共感した重要な要素だろう。後に，それぞれアイルランド文学，イタ
リア文学の20世紀最大の小説家とされる二人であるが，当時は，二人とも
文壇の本流からは遠く，ほぼ無名の存在だったのである。
　『ユリシーズ』を構想中だったジョイスは，ズヴェーヴォを，ユダヤ人だっ
たらこんな時どう考えるか，感じるかという質問攻めにした。
　ズヴェーヴォの父はハンガリー出身のユダヤ人である。
　『ユリシーズ』の主人公の核が，ズヴェーヴォであることは，ほぼ確かめ
られたといってよいだろう。そのこと自体は，既にエルマンをはじめとして
多くの人が指摘している。ただし，拙論では，ジョイスがなぜズヴェーヴォ
およびトリエステのユダヤ人を，わざわざダブリンで展開する物語の主人公
にしたのかを明らかにしたかったのである。
　前に述べたように，アイルランドのユダヤ人は，昔からいたEnglish
Jewsであるか，あるいはリトアニアから移住して来たものが多かったので
ある。しかも，リトアニアからの移民は，ユダヤ人地区に集住しており，中
産階級にはなかなか上昇できなかった。トリエステは，ハプスブルク家が後
押しして町の振興を図った時に，中産階級が固まっていなかったので，移住
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してきたユダヤ人が中産階級になれるチャンスが大いにあったのである。そ
れに対し，ダブリンは古い街だったので，19世紀になってやってきた移民
のユダヤ人が中産階級に登れる可能性は小さかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　以上のことから，慨然的にではあるが，ブルームのモデルは，トリエステ
のユダヤ人，小説家イタロ・ズヴェーヴォを核として，他のユダヤ人の諸要
素をとりいれたものと言ってよいだろう。
　それにしても，何故，ジョイスはトリエステのユダヤ人を主人公に選んだ
のであろうか。
　僕はこう考える。ジョイスは，アイルランド人が，二重の隷属状態からな
んとか解放される方法はないか，と考え，解放が可能であることを示すよう
なアイルランド人のための叙事詩（小説）を書きたい，と思ってL『・た。二重
の隷属とは，カトリック教会と大英帝国への隷属である。
　その二重の隷属から逃れている人間のモデルとして，トリエステのユダヤ
人は好適だったのである。
　トリエステのユダヤ人は，カトリック教会には当然隷属していない。それ
どころか，ユダヤ教からも自由になっているものが少なくない（特に中産上
層階級以上）。その上，オーストリア・ハンガリー帝国のもとで，少数民族
であるにもかかわらず，社会的な地位を得て，経済的にも繁栄しているユダ
ヤ人が少なくないのである。
　こうした点が，これこそがアイルランド人の参照すべき点であるとジョイ
スが考えたとしてもおかしくはない。
　さらには，ズヴェーヴォ自身の，自らに対しても，外界に対しても，ユー
モアや皮肉にみちた視点を持つこと，これも，「激しい気質」（S．Joyce　xii）
のジョイスにとっては，驚きであり，闘うということが，ムキになるだけで
はないと自然に教えてくれたことであろう。
　ジョイスは，第一次大戦中，『ユリシーズ』を書き続けたチューリッヒで
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の友人フランク・バッジェンに対し，自分の書いている主人公は‘complete
all・round　character’なのだと述べ，「わたしは彼をあらゆる角度から見て
いるので，オールラウンドなのだ。しかし彼は完壁な男一善良な人間でもあ
る」と付け加えている（Budgen　15－17）。
　かつてのジョイスは，あるがままのダブリンを鏡のように写し出すことを
目指していた。しかし，ローマ体験を経て，ズヴェーヴォに会って，作風が
変わった。図式的に言ってしまえば，スティーヴンは現実態（現実のダブリ
ン人，ジョイスがモデル）であり，ブルームは可能態（こうもあり得べきダ
ブリン人）である。
　可能態を追求するにあたっては，ズヴェーヴォとの出会いが決牢的だった。
ズヴェーヴォは，ジョイスが知る象徴派や世紀末の文学者とはまったく異なっ
た生活人であった。良き夫，良き父であり，会社経営にたずさわっている。
彼は，形式的にはユダヤ教からカトリックに改宗したが，心はそれに支配さ
れていない。トリエステのオーストリア支配に反対しているが，だからといっ
て熱狂的な活動家でもない。こうした態度，考え方の観察，質問による確認
作業をへて，ジョイスの濾過装置によりブルームへと結晶したのである。
　ブルームのノンシャランな生き方こそが，アイルランドの現状を打破する
解毒剤だとジョイスは信じていたのではないだろうか。
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